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　定期健康診断は、受診するだけではなく、健診結果を見過ごさずフォローアップすることが重要です。
　全ト協では、定期健康診断の結果から得られたドライバーの健康状態の情報を「輸送の安全」に活用できるよう「運輸ヘルスケアナビシ
ステム®」を構築し、健診後の教育や健康支援に事業者が役立てられるよう支援を行っています。　
　本セミナーのテーマ１では、健康起因事故の予防対策の解説とともに、上記「運輸ヘルスケアナビシステム®」の効果的な活用について
説明します。
　テーマ2では、新型コロナウイルス等の 「感染症予防」に焦点をあてつつ、昨今注目されている健康経営優良法人認定制度についての解
説を行います。
　テーマ3では、トラック運送業界にとって不可欠な安全対策としてGマークでも位置付けられ、益々その重要性が高まってきているSAS
検査について、国交省のSASマニュアルの作成を担当した筆者が自ら講演します。ぜひご参加ください。

＊このセミナーはＧマーク取得申請の加点対象となります。　　　　　　
＊諸事情により予定が変更される場合があります。ご了承ください。　　　　　
＊新型コロナウイルス感染症の状況次第では、中止または延期の可能性がございます。　　　　　　
＊可能な限りマスクを着用していただきますようお願いいたします。当協会において配布するマスクの準備はございません。

日　　時 10月21日（水）　13：30～

会　　場 京都自動車会館     京都市伏見区竹田向代町51-5

参 加  費 定　　員無料 70名

プログラム ＊プログラムは調整される場合があります。

開会の挨拶

講師：ＮＰＯ法人ヘスルケアネットワーク（ＯＣＨＩＳ）保健師　黒田　悦子

≪テーマ1≫「運輸ヘルスケアナビシステム®」を活用した定期健康診断のフォローアップについて

～主な内容～

「運輸ヘルスケアナビシシテム®」の概要 / 必要性 / 健康経営との兼ね合い / 実績 / 効果
ドライバーの生活習慣の実態 / 社内で行う健康づくり / 活用方法と事例紹介

≪テーマ2≫「健康経営」について
講師：ＮＰＯ法人ヘスルケアネットワーク（ＯＣＨＩＳ）副理事長　作本　貞子

～主な内容～
健康経営優良法人認定制度の目的 / インセンティブ / 認定条件等

　　　　　国土交通省健康起因事故対策協議会委員
（「安全と健康を推進する協議会（両輪会）」代表）

＊新型コロナウイルスを踏まえた事業者における「感染症対策」についても解説します。

13：30～13：35

（60分）

14：35～14：55

（20分）

14：55～15：05 ≪休憩　10分≫
≪テーマ3≫ トラック運送事業者におけるSAS対策のスタートから運用まで

～主な内容～

睡眠時無呼吸症候群(SAS)とは / SASスクリーニング検査について
SAS検査後のフォローアップについて / 活用方法と事例紹介

講師：ＮＰＯ法人ヘスルケアネットワーク（ＯＣＨＩＳ）副理事長　作本　貞子15：05～15：50

（45分）

15：50～16：00 質疑応答
16:00 閉会

お申込・問合先：（一社）京都府トラック協会　電話：075-671-3175　FAX：075-661-0062




